
尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

八
七

尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

並
　
木
　
昌
　
史

　

は　

じ　

め　

に

一　

篳
篥
譜
の
概
要
と
特
色（
書
誌
情
報
・
内
容
・
伝
来
）

二　

本
譜
の
成
立
と
安
倍
季
村

　

お　

わ　

り　

に

　
　
　

は　

じ　

め　

に

音
楽
と
い
う
、
形
を
持
た
な
い
瞬
間
芸
術
を
長
く
留
め
、
ま
た
演
奏
に
よ
っ
て
再
現

す
る
手
段
の
た
め
に
、
音
の
一
つ
一
つ
を
様
々
な
方
法
で
可
視
化
し
、
時
に
は
文
字
に

置
き
換
え
、
記
録
す
る
「
楽
譜
」
が
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
考
案
さ
れ
た
。
こ
の
楽
譜
を

読
解
す
る
た
め
に
は
、
楽
譜
の
形
で
残
さ
れ
た
音
楽
に
対
す
る
知
識
な
り
理
解
が
不
可

欠
で
あ
る
。
伝
統
音
楽
と
し
て
の
邦
楽
の
場
合
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
口
頭
に
よ
る
伝
承

が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
音
楽
を
再
現
す
る
た
め
の
楽
譜
は
、
一
度
師
か
ら
の
伝

承
を
受
け
た
者
で
な
い
と
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、
ま
た
邦
楽
に
限
ら

な
い
が
、
印
刷
に
よ
る
出
版
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、
筆
写
と
い
う
手
段
で
し
か
楽
譜
を

入
手
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
部
外
者
が
入
手
し
、
こ
れ
を
読
解
す
る
こ
と

が
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
伝
統
音
楽
と
し
て
の
邦
楽
の
楽
譜
は
、
文
字

資
料
と
し
て
は
か
な
り
特
殊
な
存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

尾
張
徳
川
家（
以
下
、「
尾
張
家
」
と
略
称
す
る
）に
伝
来
し
た
雅
楽
の
楽
譜
に
、
今
回
紹

介
す
る
篳ひ

ち

篥り
き

譜ふ

が
あ
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
雅
楽
に
は
総
譜（
ス
コ
ア
）に
あ
た
る
楽
譜

は
存
在
し
な
い
た
め
、
雅
楽
に
用
い
る
楽
器
の
一
つ
で
あ
る
篳
篥
の
譜
面（
パ
ー
ト
譜
）

と
い
う
の
が
正
し
い
。
そ
も
そ
も
江
戸
時
代
の
大
名
家
で
は
、
能
楽
は
重
要
な
催
事
に

上
演
さ
れ
る
演
劇
で
あ
り
式
楽
に
数
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
大
名
個
人
に
と
っ
て
も
必

須
の
知
識
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
雅
楽
は
大
名
に
と
っ
て
は
余
技
の
一
つ
に
す
ぎ

ず
、
あ
く
ま
で
も
趣
味
の
範
疇
に
留
ま
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
名
家
の

一
つ
で
あ
る
尾
張
家
に
お
い
て
も
、
雅
楽
は
、
い
わ
ば
余
技
と
し
て
学
ば
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
篳
篥
譜
」（
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
本
譜
」
と
略
称
す
る
）

は
、
尾
張
家
伝
来
の
篳
篥
の
楽
譜
で
、
徳
川
美
術
館
が
過
去
に
行
っ
て
き
た
楽
器
の
展

覧
会
で
出
陳
し
た
ほ
か
、
近
年
で
は
筆
者
が
『
愛
知
県
史　

別
編　

文
化
財
4　

典
籍
』



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

八
八

の
な
か
に
お
い
て
紹
介
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
っ
て
本
譜
の

特
徴
を
充
分
に
論
述
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
紹
介
後
に
新
た
な
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
こ
の
た
び
検
討
・
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

一　

篳
篥
譜
の
概
要
と
特
色（
書
誌
情
報
・
内
容
・
伝
来
）

本
譜
の
内
容
的
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
基
本
的
な
書
誌
情
報
に
つ
い
て

触
れ
て
お
き
た
い
。

〔
本
譜
の
書
誌
情
報
〕

本
譜
は
一
冊
の
折
帖
装
の
冊
子
本
で
、
法
量
は
縦
一
八
・
五
糎
、
横
一
五
・
三

糎
。
表
紙
・
裏
表
紙
と
も
に
紺
紙
を
用
い
て
い
る（
挿
図
1
）。
本
文
の
料
紙
は
楮
、
全

八
十
一
折
。
表
面
の
み
に
墨
線
に
よ
る
界
罫
を
引
き（
挿
図
2
・
3
）、
譜
面
本
文
は
表

面
の
場
合
、
一
面
に
つ
き
六
行
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
界
罫
線
を
引
か
な
い

が
、
一
面
に
つ
き
六
〜
八
行
書
写
さ
れ
て
い
る
。
外
題
・
内
題
と
も
に
無
く
、「
篳
篥

譜
」
の
名
は
大
正
時
代
に
尾
張
家
で
行
わ
れ
た
道
具
整
理
の
際
に
新
調
さ
れ
た
桐
二
方

桟
箱
の
蓋
表
に
書
か
れ
た
名
称
で
あ
る
。
本
譜
に
附
属
す
る
書
付
類
や
、
尾
張
家
に

入
っ
て
か
ら
の
伝
来
や
所
用
者
、
由
緒
来
歴
を
物
語
る
箱
書
や
附
属
史
料
は
一
切
無

（
1
）

挿図1　本譜　表紙

挿図2　本譜　冒頭

挿図3　本譜　冒頭（続き）

挿図4　本譜　巻末　年紀



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

八
九

い
。
巻
末
に
「
応（一
四
〇
二
）

永
九
年
壬
午
七
月
十
九
日
」
の
年
紀
を
記
す（
挿
図
4
）が
、
本
譜
の

筆
者
の
自
署
や
、
曲
目
の
相
伝
や
筆
写
の
事
情
を
記
し
た
跋
文
を
持
た
な
い
た
め
、
成

立
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

〔
本
譜
の
内
容
〕

本
譜
は
篳
篥
の
楽
譜
で
、
一
冊
に
計
百
四
十
九
曲
を
収
録
す
る
。
篳
篥
は
中
国
起

源
の
楽
曲
で
あ
る
唐と

う

楽が
く

、
朝
鮮
半
島
起
源
の
楽
曲
で
あ
る
高こ

麗ま

楽が
く

、
そ
し
て
日
本
古

来
の
楽
曲
で
あ
る
「
国く

に
ぶ
り
の風
歌う
た
ま
い舞
」
の
伴
奏
な
ど
に
幅
広
く
採
り
入
れ
ら
れ
た
。
こ
の

百
四
十
九
曲
を
収
録
順
に
区
分
す
る
と
、
唐
楽
曲
九
十
四
曲
・
神
楽
二
十
二
曲
・
高
麗

楽
曲
三
十
四
曲
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

収
録
曲
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
曲
名
は
表
記
通
り
と
し
た
が
、
旧
字
は
新
字
に
統
一
し
た
。
漢
字
の
宛
て
字

は
修
正
せ
ず
、
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
み
訂
正
し
た
。
ま
た
多
楽
章
か
ら
な
る
大
曲

「
皇お

う
じ
ょ
う麞
」
や
「
蘇そ

合こ

香う

」「
万ま
ん

秋じ
ゅ
う

楽ら
く

」「
皇お
う

帝だ
い

破は

陣じ
ん

楽ら
く

」「
団と

乱ら
で
ん旋
」
の
ほ
か
、「
五ご
じ
ょ
う常

楽ら
く

」「
輪り
ん

台だ
い

」
な
ど
、
一
具
が
数
楽
章
か
ら
な
る
組
曲
の
場
合
、「
同
」
の
字
を
補
っ

た
。
同
名
の
曲
で
あ
っ
て
も
、
楽が

く

拍び
ょ
う
し子
・
只た
だ

拍び
ょ
う
し子
の
奏
法
の
違
い
で
譜
が
二
種
類
あ
る

場
合
、
二
曲
と
数
え
た
。
な
お
詳
細
は
後
述
す
る
。

唐
楽
曲

〔
平

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
調
…
平
調（
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｅ
・
ミ
）を
基
音
と
す
る
調
子
〕

音ね

取と
り

・
品ぼ
ん

玄げ
ん

・
臨あ
が
じ
ょ
う

調
子
・
入
に
ゅ
う
じ
ょ
う
調
・
三さ
ん
だ
い
の
は

台
塩
破
・
同
急き
ゅ
う・
皇お
う
じ
ょ
う
の
は

麞
破
・
同
八は
ち
じ
ょ
う
帖
・
同

九き
ゅ
う
じ
ょ
う
帖
・
同
急
・
万ま
ん
ざ
い歳
楽ら
く

・
同
只
拍
子
・
慶
き
ょ
う

雲う
ん

楽ら
く

・
同
只
拍
子
・
裹か
と
う頭
楽ら
く

・
想そ
う
ふ夫

恋れ
ん

・
五ご
し
ょ
う
ら
く
の
じ
ょ

常
楽
序
・
同
詠え
い

・
同
破は

・
同
急
・
甘か
ん

洲し
ゅ
う・
同
只
拍
子
・
陪ば
い
ろ臚
・
廻か
い

骨こ
つ

・
扶ふ

南な
ん

・
老ろ
う
く
ん
し

君
子
・
小こ
ろ
う
じ

娘
子
・
鶏け
い

徳と
く

・
勇ゆ
う
じ
ょ
う
の
は

勝
破
・
同
急
・
永え
い

隆り
ゅ
う

楽ら
く

・
春
楊
柳
・
夜や
は
ん半
楽ら
く

只
拍
子
・
同
楽
拍
子
・
林り
ん
が歌
楽
拍
子

〔
盤ば

ん

渉し
き
ち
ょ
う
調
…
盤
渉（
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｂ
・
シ
）を
基
音
と
す
る
調
子
〕

音
取
・
調ち

ょ
う
し子
・
上か
ん
じ
ょ
う
し

調
子
・
蘇そ
こ
う
の
じ
ょ

合
序
・
同
三さ
ん
の
じ
ょ
う
帖
・
同
四し
の
じ
ょ
う
帖
・
同
只
拍
子
・
同
五ご
の
じ
ょ
う
帖
・

同
破
・
同
急
・
万

ま
ん
じ
ゅ
う
ら
く
の
じ
ょ

秋
楽
序
・
同
破は

・
同
二に
じ
ょ
う帖
・
同
三さ
ん
じ
ょ
う
帖
・
同
四よ
ん
じ
ょ
う
帖
・
同
五ご
じ
ょ
う帖
・
同

六ろ
く
じ
ょ
う
帖
・
宗そ
う
め
い明
楽ら
く

・
同
只
拍
子
・
蘇そ
ま
く
し
ゃ
の
ね

莫
者
音
取と
り

・
同
序
・
同
破
・
採さ
い

桑そ
う

老ろ
う

音
取
・
同

当と
う
き
ょ
く
曲
・
輪り
ん

台だ
い
の
ね音
取と
り

・
同
詠え
い

・
同
吹ふ
き

渡わ
た
し・
青せ
い
が
い
は
の
ね

海
波
音
取と
り

・
同
詠
・
輪
台
・
早は
や

輪り
ん

台だ
い

・
青

海
波
・
白は

く
ち
ゅ
う柱・
竹ち
く
り
ん林
楽ら
く

・
千せ
ん
し
ゅ
う
ら
く

秋
楽
・
越え

殿て
ん

楽ら
く

・
剣け
ん

気き

褌こ
ん

脱だ
つ

・
秋
し
ゅ
う
ふ
う風
楽ら
く

・
鳥
ち
ょ
う

向こ
う

楽ら
く

・
採

桑
老
只
拍
子

〔
双そ

う
じ
ょ
う調…
双
調（
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｇ
・
ソ
）を
基
音
と
す
る
調
子
〕

音
取
・
上
調
子
・
春

し
ゅ
ん
て
い庭
楽ら
く

只
拍
子
・
同
楽
拍
子
・
柳
り
ゅ
う

花か

苑え
ん

〔
壱い
ち

越こ
つ
ち
ょ
う
調
…
壱
越（
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｄ
・
レ
）を
基
音
と
す
る
調
子
〕

皇お
う
だ
い
は
じ
ん
ら
く

帝
破
陣
楽
遊ゆ
う
せ
い声
・
同
序
・
同
破
・
同
二
帖
・
同
三
帖
・
同
四
帖
・
同
五
帖
・
同
六

帖
・
団と

ら
で
ん
の
じ
ょ

乱
旋
序
・
同
二
帖
・
同
三
帖
・
同
入じ
ゅ
は破
・
同
颯さ
っ
と
う踏
・
同
急き
っ
し
ょ
う声

神か
ぐ
ら楽音

取
・
庭に

わ

火び

・
榊さ
か
き・
諸も
ろ
あ
げ上
・
尻し
り
あ
げ上
・
延の
べ
か
ら韓
神か
み

・
早は
や

韓が
ら

神か
み

・
薦こ
も

枕ま
く
ら・
タ
カ
ニ
エ
ヒ
・
志し

都づ

の野
・
佐さ
ざ
な
み

々
波
・
蛬
き
り
ぎ
り
す・
殖う
え

舂つ
き

・
千せ
ん
ざ
い歳
・
又ま
た
の
べ
ぶ
き

延
吹
・
早は
や
う
た歌
・
星
ほ
し
の

小こ

ね音
取と
り

・
吉き

き々

利り

・

得と
く

銭ぜ
に
こ子
・
木ゆ
ふ
づ
く
り

綿
作
・
朝あ
さ
く
ら倉
・
其そ
の

駒こ
ま

高こ

ま麗
楽が
く
き
ょ
く曲

〔
高こ

麗ま

壱い
ち

越こ
つ

調ち
ょ
う…
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｅ
・
ミ
を
基
音
と
す
る
調
子
〕

狛こ
ま

調ぢ
ょ
う
し子
・
新し
ん
と
り
そ

鳥
蘇
・
古こ
と
り
そ

鳥
蘇
・
進し
ん
そ
う走
禿と
く

・
退た
い
そ
う走
禿と
く

・
皇お
う
に
ん
て
い

仁
庭
破の
は

・
同
急
・
狛こ
ま

鉾ぼ
こ

・
阿あ

夜や

岐ぎ

理り

・
帰き
と
く
せ
き
の
は

徳
隻
破
・
同
急
・
志し

き

て
岐
伝
・
長ち
ょ
う
ぼ
う
ら
く
の
は

保
楽
破
・
同
急
・
崑こ
ん
ろ
ん
の
は

崙
破
・
同
急
・



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
〇

新し
ん
ま
か

靺
鞨
・
胡こ
ち
ょ
う
の
は

蝶
破
・
同
急
・
仁に
ん

和な
ら
く楽
・
延え
ん
ぎ喜
楽ら
く

・
埴は
ん

破な
り

・
胡こ

徳と
く

楽ら
く

・
都つ

志し

・
納な
そ
り
の

蘇
利

破は

・
同
急

〔
高こ

ま麗
双そ
う
ぢ
ょ
う
調
…
西
洋
音
楽
で
い
う
Ａ
・
ラ
を
基
音
と
す
る
調
子
〕

音
取
・
地ち

き
ゅ
う
の
は

久
破
・
同
急
・
蘇そ

志し

ま摩
・
登と
う
て
ん天
楽ら
く

・
白ほ
う
ひ
ん浜

〔
高
麗
平
調
…
下し

も

無む
（
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｆ♯
・
フ
ァ♯
）を
基
音
と
す
る
調
子
〕

音
取
・
林り

ん
が歌

本
譜
が
収
録
す
る
唐
楽
曲
の
う
ち
、
平
調
・
盤
渉
調
・
双
調
の
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭（
挿

図
2
・
3
）に
は
、
曲
名
の
目
録
を
掲
げ
て
い
る
が
、
各
曲
の
内
容
と
目
録
と
は
一
致
せ

ず
、
全
部
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
各
調
ご
と
の
目
録
は
次
の
通
り
で
あ
る（
割
注
部
分
は
、

〈　

〉
山
形
カ
ッ
コ
内
に
記
し
た
）。

　

平
調　

品
玄

三
台
塩　
　

皇
麞

万
歳
楽　
　

五
常
楽

王
照

（
マ
マ
）君　
　

甘
州

廻
忽　
　
　

慶
雲
楽

想
夫
恋　
　

夜
半
楽

裹
頭
楽　
　

永
隆
楽

陪
臚　
　
　

春
楊
柳

扶
南　
　
　

勇
勝

郎
君
子　
　

小
娘
子

鶏
徳

　

盤
渉
調
〈
律
羽　

准
冬　

水
音
・
調
子　

入
調
〉

蘇
合
香　
　

万
秋
楽

輪
台　
　
　

青
海
波

秋
風
楽　
　

鳥
向
楽

採
桑
老　
　

蘇
莫
者

白
柱　
　
　

宗
明
楽

竹
林
楽　
　

剣
気
禅

（
マ
マ
）脱

千
秋
楽　
　

越
殿
楽

　

双
調
曲
上　
〈
春
・
呂
・
東
方
・
木
・
聲
・
角
・
酢
・
青
・
性
〉

春
庭
楽　
　

柳
花
苑

春
鶯
囀　
　

賀
殿

迦
陵
頻　
　

胡
飲
酒

酒
胡
子　
　

武
徳
楽

地
久
〈
以
上
七
種　

渡
物
〉　

北
庭
楽

陵
王
破　
　

新
羅
陵
王
急

皇
仁
急

さ
ら
に
唐
楽
六
調
子
の
う
ち
、［
黄
鐘
調
］・［
太
食
調
］（
そ
れ
ぞ
れ
黄
鐘（
西
洋
音
楽
で

い
う
Ａ
・
ラ
）・
平
調（
西
洋
音
楽
で
い
う
Ｅ
・
ミ
）を
基
音
と
す
る
調
子
）の
諸
曲
が
漏
れ
て
い

る
の
も
注
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
本
譜
の
成
立
に
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
続
く
章
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

本
譜
は
一
貫
し
て
、
曲
の
冒
頭
に
曲
名（
題
名
）を
挙
げ
て
い
る
。
特
に
表
面
の
冒
頭

か
ら
裏
面
の
双
調
「
柳
花
苑
」
ま
で
の
本
譜
の
前
半
は
、
曲
に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
一

が
、
小
字
で
曲
の
由
緒
や
起
源
・
故

事
・
奏
法
上
の
注
意
・
舞
楽
に
も
奏
さ

れ
る
場
合
は
番
舞
な
ど
を
記
し
、
続
い

て
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
一
例
を
、
次
に
挙
げ
る
。

万
歳
楽

十
拍
子
用
時
末
二
拍
子
上
、
或
半

帖
ヨ
リ
上
、
新
楽
、
拍
子
廿
、
中

曲
、
略
時
ハ
一
反
、
半
帖
ヨ
リ
三

度
拍
子
上
、
出
入
吹
調
子
、
入
時

臨
調
子
返
ニ
吹
也
、
入
時
入
調
ヲ

吹
ハ
本
説
也
、
隋
陽
帝
御
時
御
作

云
々
、
答
舞
延
喜
楽
、（
挿
図
5
）

 

（
以
上
、
句
読
点
は
筆
者
が
補
っ
た
）

（
2
）

事
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
殿
上
人
吹
時
御
遊
ノ
説
云
也
、
楽
人
半
人
吹
之
時
、
御
字
ヲ
捨

云
也
、
又
云
、
大
唐
阿
育
王
ト
云
王
マ
シ
マ
ス
、
彼
王
ノ
病
悩
ノ
時
、
求
蘇
合
香

ノ
卒
ヲ
令
食
之
、
即
五
味
ア
リ
、
依
之
タ
チ
マ
チ
悦
ア
リ
、
然
ル
ニ
ヨ
テ
此
楽
ヲ

ツ
ク
ル
、
即
為
一
越
調
ノ
曲
ト
コ
ヽ
ニ
大
国
秦
ノ
初
ノ
皇
帝
ニ
五
人
ノ
愛
子
マ
シ

マ
ス
、
皆
領
調
子
所
謂
膳
子
王
ニ
双
曲
、
次
王
ニ
黄
曲
、
三
ノ
王
ニ
一
曲
、
四
ノ

王
ニ
ハ
平
曲
、
五
ノ
王
盤
曲
、
如
此
ア
タ
フ
ル
間
蘇
合
香
当
調
ノ
曲
、
依
之
笛
ノ

六
音
一
越
調
音
也
、
蘇
合
香
ト
云
季
ノ
字
ニ
付
テ
イ
ワ
レ
ア
リ
、
然
ル
ニ
我
朝
宇

治
ノ
宝
蔵
ニ
テ
蘇
合
ノ
冠
ヲ
ウ
シ
ナ
ウ
、
臨
時
伶
人
チ
ソ
ウ
シ
テ
此
モ
ト
ム
ル

時
、
縁
ノ
シ
タ
ヨ
リ
此
冠
ヲ
見
出
ス
、
此
ノ
冠
ニ
唐
草
ヲ
イ
ツ
ラ
、
其
草
ヲ
付
ナ

カ
ラ
舞
之
ヲ
時
ニ
方
座
香
薫
ス
、
彼
時
ヨ
リ
唐
草
香
ノ
字
ヲ
付
初
、
此
延
喜
ノ
御

門
御
時
也
、
依
之
冠
ヲ
唐
草
ト
云
也
、
現
当
二
世
ノ
イ
ノ
リ
ニ
専
此
曲
ヲ
奏
ヘ

シ
、
又
大
序
ア
リ
、
皆
末
序
吹
ア
リ
、
雖
有
大
説
昔
ノ
説
三
説
也
、
序
吹
ア
リ
、

秘
説
也
、
又
鬼
道
退
散
ノ
説
ト
者
一
々
ニ
譜
ノ
面
ニ
見
タ
リ
、
鬼
道
ノ
説
十
二
拍

子
ニ
イ
名
ア
リ
、
別
ニ
口
伝
ア
ル
ヘ
シ
、
譜
ニ
モ
ミ
ル
ヘ
シ
、
此
深
秘
々
々
師
ノ

説
ヲ
聞
ヘ
シ
、
又
四
帖
ニ
序
吹
ア
リ
、
穴
賢
々
々
秘
ヘ
シ

 

（
以
上
、
句
読
点
は
筆
者
が
補
っ
た
）

右
の
「
口
伝
」
は
、
盤
渉
調
「
蘇
合
香
」
の
譜
に
続
い
て
記
さ
れ
た
文
章
で
、
曲

の
由
緒
や
伝
説
が
、
奏
法
の
注
記
と
共
に
記
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
舞
楽
の
奏
法
の
諸

説
や
楽
曲
の
由
緒
を
集
大
成
し
た
楽
書
に
南
都
楽
所
の
楽
人
・
狛
近
真（
一
一
七
七
〜

一
二
四
二
）が
天
福
元
年（
一
二
三
三
）に
完
成
さ
せ
た
楽
書
『
教
訓
抄
』
が
あ
り
、
近
真
が

左
方
舞
を
家
の
芸
と
す
る
南
都
楽
所
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
蘇
合
香
」
の
奏
法
に

つ
い
て
の
諸
説
や
曲
の
由
緒
な
ど
を
詳
し
く
収
録
す
る
が
、『
教
訓
抄
』
に
も
記
さ
れ

て
い
な
い
「
蘇
合
香
」
の
創
始
に
ま
つ
わ
る
故
事
説
話
が
右
の
「
口
伝
」
に
収
録
さ
れ

（
3
）

代
表
的
な
唐
楽
の
舞
楽
曲
で
、
古
来
管
絃
曲
と
し
て
の
演
奏
記
録
も
多
い
平
調
「
万

歳
楽
」
に
付
さ
れ
た
註
記
で
あ
る
。
ま
た
楽
曲
の
譜
の
後
で
、「
口
伝
」
と
し
て
次
の

よ
う
な
奏
法
上
の
註
記
や
曲
の
由
緒
を
記
し
た
例
が
あ
る
の
で
、
長
文
で
は
あ
る
が
次

に
挙
げ
る
。

口
伝

第
三
ノ
喚
頭
ハ
時
ノ
喚
頭
ヲ
吹
也
、
同
御
遊
ノ
説
ト
者
初
早
々
ノ
喚
頭
二
反
ヲ

吹
、
一
反
御
遊
ノ
説
ト
云
也
、
又
御
遊
ノ
説
者
自
喚
頭
吹
也
、
但
遊
ノ
説
ト
者
同

挿図5　本譜　万歳楽



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
二

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
譜
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
独
自
の
情
報
が
あ
り
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
曲
の
起
源
が
『
教
訓
抄
』
の
解
説
と
は
異
な
っ
た
記
述
を
持
つ
例
と
し

て
、
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
台
塩

新
楽
、
中
曲
、
破
拍
子
十
六
、
急
拍
子
十
六
、
舞
立
之
様
、
舞
出
時
品
玄
、
入
時

調
子
、
破
有
喚
頭
、
二
返
吹
ヘ
シ
、
各
時
ハ
一
反
、
舞
立
者
大
鼓
管
絃
時
末
二
拍

子
上
、
急
ニ
喚
頭
ア
リ
、
三
反
吹
ヘ
シ
、
調
子
為
道
行
、
入
時
ハ
同
急
ヲ
モ
テ
入

事
ア
リ
、
此
本
説
也
、
以
調
子
入
事
秘
事
也
、
天
皇
后
作
、
大
国
楽
也
、
三
月
内

薗
四
帝
王
儲
君
妃
女
三
仁
然
三
台
居
此
舞
楽
初
会
故
ニ
号
三
台
塩
也
云
々

 
（
以
上
、
句
読
点
は
筆
者
が
補
っ
た
）

さ
ら
に
『
教
訓
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
、
本
譜
の
み
に
あ
る
曲
の
由
緒
の
記
述
を
持

つ
例
と
し
て
は
、
次
の
八
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
皇
麞
破

楽
拍
子
、
中
大
曲
、
新
楽
、
中
曲
、
舞
立
様
先
笙
調
子
、
吹
篳
篥
調
子
吹
、　　

次
笛
音
取
計
吹
、
道
行
ニ
急
吹
出
テ
舞
出
入
之
時
重
急
吹
、
破
八
九
帖
各
拍
子
十

連
吹
、
今
世
破
一
反
・
急
三
反
、
八
帖
者
喚
頭
破
反
也
、
九
帖
ヨ
リ
大
鼓
ヲ
上
、

急
者
三
反
頭
ヨ
リ
大
鼓
上
也
、
当
曲
ハ
大
国
楽
也
、
音
生
工
所
作
楽
也
、
国
王
ノ

御
即
位
ノ
時
奏
此
曲
、
二
三
四
五
六
七
ノ
帖
大
国
皇
帝
聞
之
時
絶
了
着
鳥
向
舞
之

時
散
杖
也
云
々
、
答
舞
長
保
楽
、
破
一
反
之
時
ハ
末
二
拍
子
上

②
相
夫
恋

拍
子
十
一
、
反
時
ハ
二
拍
子
ヨ
リ
上
、
半
帖
ヨ
リ
上
、
恋
・
憐
字
通
用
、
新
楽
或

古
楽
、
中
曲
、
有
詠
云
云
、
昔
唐
土
ニ
一
人
女
号
無
彼
女
本
夫
号
有
量
勝
、
離
別

彼
女
相
嫁
、
今
他
妻
、
其
時
彼
女
弾
琴
、
本
夫
於
門
辺
聞
之
捨
他
妻
還
、
故
号
相

夫
恋
也

③
老
君
子

郎
・
老
字
通
用
、
拍
子
十
六
、
一
説
拍
子
八
、
又
説
拍
子
十
八
、
新
楽
、
小
曲

云
々
、
口
伝
云
、
我
朝
楽
也
云
云
、
嵯
峨
天
皇
隠
君
子
御
子
御
所
作
楽
也
、
故
号

君
子
、
隠
后
宮
以
老
御
太
子
也
、
彼
所
作
之
故
号
老
君
子
也

※
「
嵯
峨
天
皇
」
以
下
は
『
教
訓
抄
』
に
は
無
い
。

④
小
娘
子

娘
・
郎
字
通
用
、
或
胡
老
、
拍
子
八
、一
説
十
四
、
新
楽
、
口
伝
云
、
大
国
ニ
在

天
子
、
雖
成
長
舟
量
纔
ニ
三
尺
也
、
然
ニ
八
十
一
ニ
了
、
作
此
楽
、
仍
号
小
老
子

也
云
々
、
当
曲
ハ
四
拍
子
ニ
吹
也
、
又
藤
井
殿
説
ニ
ハ
用
八
拍
子

※
「
藤
井
殿
説
」
以
下
は
『
教
訓
抄
』
に
は
無
い
説
。

⑤
夜
半
楽

准
大
曲
、
拍
子
十
六
、
楽
拍
子
、
中
曲
、
拍
子
十
六
、
新
楽
、
承
和
御
門
御
時
退

出
音
声
用
之
云
云
、
口
伝
云
、
中
曲
者
譜
ア
リ
、
大
曲
ニ
吹
之
也
、
是
基
政
夢
説

ト
ハ
云
也
、
只
拍
子
小
曲
ニ
吹
事
ナ
シ
、
中
曲
者
不
秘
也

※
「
是
基
政
夢
説
ト
ハ
云
也
」
は
『
教
訓
抄
』
に
は
無
い
。

⑥
宗
明
楽

拍
子
十
、
新
楽
、
中
曲
、
法
会
用
之
、
大
唐
法
人
死
時
奏
此
楽
也

※
「
大
唐
法
人
死
時
奏
此
楽
也
」
は
『
教
訓
抄
』
に
は
無
い
。

⑦
蘇
莫
者

破
、
拍
子
十
二
、
但
普
通
ノ
只
拍
子
ヨ
リ
早
々
吹
也
、
当
曲
大
峯
ノ
道
ニ
テ
修
行

者
伝
之
、
即
日
蔵
聖
人
ノ
御
事
也
、
ナ
ノ
リ
道
賢
名
酒
吠
拍
子



尾
張
徳
川
家
伝
来
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篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
三

※ 「
即
日
蔵
聖
人
之
御
事
也
」
は
『
教
訓
抄
』
に
は
無
い
説
。

⑧
越
殿
楽

拍
子
十
二
、
新
楽
、
小
曲
、
天
竺
楽
也
、
民
食
ノ
時
吹
此
也

ま
た
、
特
定
の
家
で
伝
承
し
て
い
た
説
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
右
の
例
で
は
文
章

中
「
当
家
」
と
あ
る
が
、
本
譜
の
記
主
の
家
か
、
伝
授
し
た
師
の
家
で
伝
承
し
て
い
た

説
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

春
楊
柳

准
大
曲
ト
云
云
、
小
曲
ト
云
、
拍
子
十
二
、
三
度
拍
子
、
新
楽
、
一
説
中
曲
、
一

説
只
拍
子
、
同
中
曲
絶
了
云
云
、
有
喚
頭
云
云
、
口
伝
云
、
第
三
反
ノ
喚
頭
八
拍

子
ノ
吹
反
大
曲
ニ
吹
、
秘
説
也
、
又
小
曲
ニ
吹
、
当
家
ニ
用
之

以
上
の
ほ
か
、
右
に
掲
げ
た
「
夜
半
楽
」
の
解
説
に
登
場
す
る
基も

と
ま
さ政（

大お
お
が
の神

基
政
／

一
〇
七
九
〜
一
一
三
八
、
大
内
楽
所
の
楽
人
で
笛
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、『
龍

り
ゅ
う
め
い
し
ょ
う

鳴
抄
』
ほ
か
の

著
作
が
あ
る
）の
説
や
、「
秋
風
楽
」
の
解
説
文
中
に
登
場
す
る
「
明め
い
せ
ん暹
譜
」
の
編
者
で

あ
る
南
都
興
福
寺
の
僧
・
明
暹（
一
〇
五
九
〜
一
一
二
三
、
大
内
楽
所
の
大
神
家
か
ら
笛
の
技

術
を
受
け
た
名
手
）の
笛
譜
の
名
が
曲
の
解
説
・
註
記
に
参
考
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
先
行
す
る
楽
譜
や
著
作
を
参
照
し
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

後
半
に
収
録
す
る
壱
越
調
の
大
曲
「
皇
帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
や
高
麗
楽
の
大
曲

「
新
鳥
蘇
」
は
、
一
具
が
多
楽
章
の
曲
で
あ
る
こ
と
や
上
演
頻
度
の
少
な
さ
も
あ
っ
て

か
、
上
演
時
の
注
意
点
を
細
か
く
記
し
て
い
る
の
は
前
半
部
に
共
通
す
る
が
、
続
く
神

楽
や
高
麗
楽
で
は
曲
の
由
緒
や
来
歴
な
ど
の
記
述
は
、
最
小
限
に
留
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
大
曲
に
見
ら
れ
る
詳
細
な
註
記
は
、
む
し
ろ
例
外
に
映
る
。

壱
越
調

皇
帝
破
陣
楽　

有
舞　

新
楽

一
帖
無
拍
子
、
以
是
為
於
舞
曲
、

笛
大
田
麿
説
絶
終
有
拍
子
、
一
口

傳
云
、
舞
出
了
落
居
時
打
シ
ム
、

序
三
十
拍
子
、
本
是
四
十
拍
子

也
、
彼
建
唐
使
忘
八
拍
子
、
仍
棄

十
拍
子
云
々
、
四
十
拍
子
時
以
廿

拍
子
為
半
帖
、
三
十
拍
子
時
十
六

拍
子
与
十
四
拍
子
之
中
為
半
帖
、

諸
葛
中
納
言
奉
勅
定
之
、
破
六
帖

廿
拍
子
于
至
四
帖
切
々
吹
之
、
五

帖
・
六
帖
者
連
吹
也
、
入
舞
時
吹

上
調
子
也（
挿
図
6
）

本
譜
後
半
の
記
主
に
と
っ
て
、
各
曲
の
由
緒
来
歴
や
奏
法
の
伝
承
な
ど
へ
の
関
心
が

前
半
の
記
主
ほ
ど
に
は
必
ず
し
も
高
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
自

明
の
事
柄
で
あ
っ
た
た
め
省
略
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
も
、
本
譜
の
前
半
と
後
半
と

で
異
な
る
記
主
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
各
曲
の

注
記
に
つ
い
て
は
、
本
譜
の
書
写
年
代
や
記
主
に
つ
い
て
の
考
察
に
お
い
て
重
要
で
あ

る
た
め
、
再
度
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

本
譜
の
記
譜
法
の
特
徴
と
し
て
は
、
音
名（
指
孔
名
）の
横
に
拍
節
を
示
す
胡
麻
点
や

拍
子（
太
鼓
を
打
つ
箇
所
）を
示
す
「
百
」
が
打
た
れ
、
音
名
の
下
に
は
小
さ
い
字
で
「
火

挿図6　本譜　「柳花苑」と壱越調「皇帝破陣楽」



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
四

急（
早
く
奏
す
）」
を
意
味
す
る
「
火
」、
強
く
吹
く
記
号
「
打
」
の
字
の
略
字
で
あ
る

「
ノ
」（
ベ
ツ
と
音
読
）、「
変
」（
一
音
さ
げ
る
）の
略
字
で
あ
る
「
ユ
」、
音
を
長
く
伸
ば
す

記
号
で
あ
る「
引
」を
崩
し
た「
り
」が
補
わ
れ
て
い
る
。
反
復
を
指
示
す
る「
換
頭
」「
返

付
」「
重
頭
」
な
ど
、
龍
笛
や
笙
の
譜
面
に
も
共
通
す
る
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
音

の
高
さ
を
示
す
音
名（
孔
名
）と
拍
節
を
示
す
記
号
、
さ
ら
に
音
を
伸
ば
す
指
示
な
ど
か

ら
な
る
楽
譜
は
目
安
譜
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
桃
山
時
代
以
降
の
篳
篥
譜
に
登
場
す
る
、

「
唱
歌
」
を
示
す
仮
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
篳
篥
吹
奏
を
習
得
す

る
に
当
た
り
、
師
か
ら
口
伝
え
で
教
わ
り
、
旋
律
を
習
得
す
る
た
め
に
歌
う
「
唱
歌
」

の
仮
名
が
登
場
す
る
の
は
桃
山
時
代
以
降
で
、
京
都
・
伏
見
稲
荷
大
社
蔵
の
後
陽
成
天

皇（
一
五
七
一
〜
一
六
一
七
）筆
「
越
殿
楽
篳
篥
譜
」
が
最
古
例
で
あ
る
。

神
楽
は
、「
音
取
」「
庭
火
」「
星
小
音
取
」「
朝
倉
」
の
独
奏
曲
五
曲
を
除
く
と
、
全

部
が
歌
曲
の
伴
奏（
手
付
）の
譜
で
あ
る
。

楽
譜
に
つ
い
て
の
紹
介
で
あ
る
以
上
、
本
来
収
録
各
曲
の
検
討
が
あ
る
べ
き
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
煩
雑
を
避
け
る
の
と
、
ま
た
筆
者
の
力
量
の
遠
く
及
ば
な
い
分
野
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
続
い
て
本
譜
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

〔
本
譜
の
書
写
年
代
〕

本
譜
は
冒
頭
か
ら
巻
末
ま
で
を
、
同
一
人
物
が
同
時
期
に
書
写
し
た
譜
で
は
な
く
、

大
き
く
分
け
る
と
、
二
種
類
の
筆
跡
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
表
面
の

平
調
曲
の
目
録
か
ら
始
ま
る
冒
頭
か
ら
裏
面
の
双
調
「
柳
花
苑
」
ま
で
の
前
半
と
、
続

く
壱
越
調
「
皇
帝
破
陣
楽
」
か
ら
最
後
の
高
麗
平
調
「
林
歌
」
ま
で
の
後
半
と
に
分
か

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
跡
は
同
時
代
の
筆
写
で
は
な
く
、
特
に
後
半
の
筆
跡
は
書
風
か

ら
検
討
し
て
、
巻
末
の
年
紀
「
応
永
九
年（
一
四
〇
二
）」
当
時
、
す
な
わ
ち
室
町
時
代

初
期
の
筆
跡
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
前
半
に
見
ら
れ
る
筆
跡
の
書
風

は
、
応
永
九
年
を
遡
る
時
期
の
筆
跡
と
考
え
た
い
。
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
や
表
面
に

引
か
れ
て
い
る
界
罫
線
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
前
半
の
書
写
年
代
は
室
町
時
代
の
応

永
九
年
を
遡
る
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
と

思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
鎌
倉
〜
南
北
朝
時
代
頃
に
書
写
さ
れ
た
譜
を
得
た
持
ち
主
が
、
必

要
な
曲
や
足
り
な
い
と
思
わ
れ
た
曲
を
書
き
加
え
て
一
応
の
区
切
り
と
し
た
の
が
応
永

九
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
最
も
重
要
な
情
報
と
思
わ
れ
る
の
が
、
双
調
「
柳
花
苑
」
の
譜
の
後
に
あ
る

抹
消
部
分
で
あ
る（
挿
図
6
・
7
）。
抹
消
部
分
は
判
読
し
が
た
い
が
、
お
そ
ら
く
前
半

部
を
書
写
し
た
人
物
の
署
名
の
痕
跡
と
推
測
さ
れ
、
本
譜
の
後
半
を
追
加
・
書
写
す
る

た
め
に
抹
消
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
部
は
、
こ
の
抹
消
部
分
の
上
か
ら
重
ね
書

挿図7　本譜　「柳花苑」と抹消部

挿図8　本譜　神楽



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
五

き
す
る
の
で
は
な
く
、
一
行
分
の
余
白
を
残
し
て
、
壱
越
調
の
大
曲
二
曲（「
皇
帝
破
陣

楽
」
と
「
団
乱
旋
」）の
書
写
を
開
始
し
た
と
み
ら
れ
る
。
前
半
部
最
後
の
、「
柳
花
苑
」

の
譜
自
体
が
、
手
早
く
書
写
さ
れ
た
た
め
か
筆
跡
が
乱
れ
が
ち
で
あ
る
の
も
、
そ
も
そ

も
備
忘
用
の
譜
と
は
い
え
、
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
事

情
な
り
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
。

以
上
述
べ
た
通
り
、
筆
跡
の
検
討
か
ら
、
書
写
は
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
、
前
半
部
は
巻
末
の
年
紀
・
応
永
九
年
を
遡
る
時
期
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

本
譜
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
唐
楽
曲
と
高
麗
楽
曲
の
間
に
、
一
連
の
神
楽
曲（
挿

図
8
）を
挟
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
譜
の
成
立
や
性
格
を
考
え

る
上
で
、
重
要
な
点
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
続
く
章
に
て
併
せ
て
検
討
を
加
え
て
い
き

た
い
。

〔
本
譜
の
伝
来
〕

本
譜
は
明
治
維
新
以
前
か
ら
尾
張
家
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
は
あ
る

が
、
尾
張
家
が
こ
の
譜
を
入
手
し
た
正
確
な
年
代
や
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
。
尾
張
家
蔵
帳
の
一
つ
で
、
当
主
の
所
有
品
と
し
て
分
類
さ
れ
管
理
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
示
す
「
御
側
御
道
具
帳
」（
徳
川
美
術
館
蔵
。
什
器
旧
原
簿
第
三
号
。
江
戸
時
代
後

期
の
成
立
で
あ
る
が
、
明
治
期
ま
で
用
い
ら
れ
朱
の
加
筆
が
あ
る
）に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
「
楽
之
御
書
物　

一
箱
」
に
含
ま
れ
る
一
冊
と
し
て
、
幕
末
以
前
か
ら
尾
張
家
に
伝

来
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
楽
之
御
書
物
」
は
、
幕
末
〜
明
治
に
か
け
て

の
尾
張
家
当
主
・
十
四
代
慶
勝（
一
八
二
四
〜
八
三
）の
所
持
品
目
録
で
あ
る
「
御
取
分

御
道
具
帳
」（
徳
川
美
術
館
蔵
。
什
器
旧
原
簿
第
八
号
。
明
治
期
の
編
集
）に
よ
る
と
、
次
の
通

り
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
楽
之
御
書
物　
　
　
　
　

一
箱

　

御
本
類　

拾
一
冊

　

書
付
類　

三
（
弐
）包

こ
の
「
御
本
類　

拾
一
冊
」
だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
書
物
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
大
正
年
間
に
、
将
来
の
美
術
館
設
立
構
想
や
売
立
を
視
野
に
入
れ

て
行
っ
た
、
尾
張
家
伝
来
品
の
整
理
の
際
に
作
成
さ
れ
た
蔵
帳
「
御
器
物
目
録
」（
徳
川

美
術
館
蔵
。
什
器
原
簿
第
一
号
。
明
治
十
三
年
か
ら
調
査
着
手
と
あ
り
）に
よ
っ
て
、
次
に
掲

げ
る
楽
譜
類
で
あ
っ
た
と
判
明
す
る
。
各
作
品
の
上
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
Ａ
か
ら

Ｇ
は
、
筆
者
が
付
し
た
。

Ａ
、
観
応
笛
譜　
　
　
　
　
　
　
　

五
帖（
※
現
存
。
個
人
蔵
）

Ｂ
、
笙
譜　

林
重
弘
所
持　
　
　
　

三
帖

Ｃ
、
篳
篥
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
帖（
※
本
譜
に
該
当
）

Ｄ
、
和
琴
譜　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
帖

Ｅ
、
箏
譜　

四
辻
殿
ヨ
リ
来
ル　
　

一
帖

Ｆ
、
四
辻
殿
ヨ
リ
来
譜
等　
　
　
　

一
包
三
枚

Ｇ
、
箏
之
譜
・
和
琴
之
譜　
　
　
　

三
帖

右
の
う
ち
、
Ｇ
の
「
箏
之
譜
・
和
琴
之
譜　

三
帖
」
は
、
尾
張
家
三
代
綱
誠
正
室
の

瑩
珠
院
新
君（
一
六
五
四
〜
九
二
）が
所
持
し
た
と
判
明
す
る
譜
で
あ
る（
挿
図
9
）。
ま
た

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
の
い
ず
れ
も
現
存
し
、
当
館
が
所
蔵
す
る
譜
で
あ
る
。
Ｃ
の
譜
が
、

本
稿
で
扱
っ
た
本
譜
に
該
当
す
る
。
す
な
わ
ち
Ｇ
も
含
め
て
、
幕
末
の
段
階
で
は
こ
れ

ら
楽
譜
は
一
括
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
Ｇ
を
除
く
楽
譜
一

冊
一
冊
の
来
歴
や
伝
来
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
Ｃ
の
本

譜
は
、
同
じ
く
尾
張
家
伝
来
の
雅
楽
器
の
内
、
製
作
年
代
が
鎌
倉
〜
室
町
時
代
に
ま
で

遡
る
と
考
え
ら
れ
る
篳
篥（
景
仁
作　

徳
川
美
術
館
蔵
）が
一
管
あ
り（
挿
図
10
）、
こ
の
楽



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

九
六

器
と
と
も
に
尾
張
家
に
入
っ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
に
留
め
て
お
き

た
い
。

尾
張
家
に
は
、
紀
伊
徳
川
家
十
代
治は

る
と
み宝（

一
七
七
一
〜
一
八
五
二
）や
彦
根
井
伊
家
十
二

代
直な

お
あ
き亮（

一
七
九
四
〜
一
八
五
〇
）に
並
ぶ
程
の
雅
楽
器
収
集
で
知
ら
れ
た
歴
代
は
存
在
せ

ず
、
ま
た
田
安
徳
川
家
初
代
で
「
楽
曲
考
」「
楽
曲
考
附
録
」「
俗
楽
問
答
」
な
ど
雅
楽

書
を
著
し
た
宗む

ね
た
け武
に
比
肩
す
る
研
究
を
残
し
た
歴
代
も
い
な
い
。「
楽
之
御
書
物
」
を

手
元
に
置
い
て
所
蔵
し
て
い
た
十
四
代
慶
勝
は
、
笛（
龍
笛
）を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
、

自
身
が
筆
写
し
た
龍
笛
譜
一
冊
が
蓬
左
文
庫
に
現
存
す
る
ほ
か
、
笛
そ
の
も
の
や
、
こ

の
笛
を
収
め
て
い
た
と
見
ら
れ
る
、慶
勝
自
身
が
楽
器
を
レ
リ
ー
フ
し
た
箱
が
あ
る（
徳

川
美
術
館
蔵
）。
た
だ
し
篳
篥
の
楽
譜
は
、
笛
と
記
譜
法
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

（
4
）

慶
勝
に
は
理
解
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
本
譜
が
尾
張
家
に
お
い
て
、
実
際
の
演
奏
で
用
い
ら
れ
て
い
た
か
も
、
全

く
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
譜
に
は
江
戸
時
代
末
期
に
は
、
伝
承
が
途
絶
え
た
廃
絶
曲
の

「
皇
帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
盤
渉
調
「
蘇
合
香
」
や
「
万
秋

楽
」
の
よ
う
な
、
複
数
の
楽
章
か
ら
な
る
大
曲
は
相
伝
者
も
少
な
く
、
し
た
が
っ
て
上

演
機
会
も
稀
と
な
れ
ば
、
本
譜
を
用
い
た
奏
楽
の
機
会
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。
特
に
宮
中
の
祭
祀
専
用
音
楽
「
御
神
楽
」
は
、
尾
張
の
楽
人
に
と
っ
て
は
未

知
の
領
域
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　

二　

本
譜
の
成
立
と
安
倍
季
村

本
譜
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
前
半
と
後
半
と
で
筆
跡
が
変
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、

前
半
の
楽
曲
の
由
来
や
演
奏
法
の
解
説
な
ど
が
、
後
半
に
較
べ
る
と
よ
り
詳
し
い
と
い

う
、
楽
譜
自
体
の
内
容
に
相
違
が
み
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
た
。
本
章
で
は
本
譜
の
収
録

曲
を
手
が
か
り
に
本
譜
の
成
立
、
な
か
ん
ず
く
本
譜
後
半
の
書
写
に
当
た
っ
た
人
物
の

特
定
ま
で
も
視
野
に
い
れ
て
、
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

本
譜
が
収
め
る
唐
楽
と
高
麗
楽
は
、
一
部
国
産
の
楽
曲
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
外
来
の
音
楽
で
あ
り
、
舞
楽
や
管
絃
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
鑑

賞
用
と
い
う
音
楽
の
性
格
は
似
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
神
楽
は
内
裏
・
内
侍
所
で
演

奏
さ
れ
る
宮
中
祭
祀
専
用
の
歌
舞
で
あ
り
、
唐
楽
・
高
麗
楽
と
は
性
格
を
異
に
す
る
一

分
野
を
な
し
て
い
る
。

神
楽
は
、
正
し
く
は
「
御
神
楽
」
と
称
す
る
、
歌
曲（
合
唱
曲
と
独
唱
曲
）に
神
楽
笛
・

篳
篥
と
和
琴（
六
絃
の
楽
器
）・
笏
拍
子（
打
楽
器
）で
伴
奏
さ
れ
る
一
大
歌
曲
で
あ
る
。
途

中
神
楽
の
進
行
役
で
あ
る
人に

ん
ち
ょ
う長が
、
歌
曲
を
伴
奏
に
舞
を
見
せ
る
。
唐
楽
・
高
麗
楽
の

挿図9　箏・和琴の譜

挿図10　篳篥　景仁作
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伴
奏
で
舞
わ
れ
た
舞
楽
は
、
大
勢
の
観
衆
の
前
で
上
演
さ
れ
る
の
に
対
し
、
神
楽
は
神

前
で
の
奉
納
演
奏
の
み
で
あ
っ
た
。
奉
納
の
際
も
、
演
奏
す
る
公
卿
・
殿
上
人
や
楽
人

の
居
並
ぶ
神
楽
舎
は
周
囲
を
幕
で
覆
い
、
開
か
れ
て
い
る
の
は
、
奉
納
の
対
象
で
あ
る

神
前
の
み
で
、
観
衆
の
観
覧
を
全
く
想
定
し
て
い
な
い
、
神
楽
の
演
奏
自
体
が
神
事
と

い
う
、
特
殊
な
芸
能
で
あ
る
。
内
裏
・
内
侍
所
で
は
毎
年
十
二
月
に
行
わ
れ
る
恒
例

の
御
神
楽
の
他
、
臨
時
の
御
神
楽
が
行
わ
れ
、
ま
た
勅
命
で
畿
内
諸
社
に
奉
納
演
奏
さ

れ
る
際
も
、
内
侍
所
御
神
楽
に
準
じ
る
形
式
で
公
卿
・
殿
上
人
や
楽
人
が
参
向
し
、
演

奏
が
行
わ
れ
た
。

神
楽
の
歌
曲
や
楽
器
の
伝
承
は
堂
上
公
家
諸
家
と
京
都
・
大
内
楽
所
が
中
心
で
あ
っ

た
こ
と
、
特
に
神
楽
の
篳
篥
は
大
内
楽
所
を
構
成
す
る
地
下
楽
家
の
う
ち
、
篳
篥
を
家

（
5
）

た
頻
度
の
高
か
っ
た
安
倍
家
の
人
物
が
、
平
生
の
奏
楽
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
、
入
手
し

た
古
い
楽
譜
に
必
要
な
神
楽
諸
曲
や
唐
楽
・
壱
越
調
の
大
曲
二
曲
、
さ
ら
に
高
麗
楽
を

補
っ
て
書
写（
挿
図
11
）し
た
、
座
右
に
備
え
る
た
め
の
手
沢
譜
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。続

い
て
、
本
譜
後
半
の
書
き
継
ぎ
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
を
特
定
す
べ
く
、

収
録
曲
か
ら
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

巻
末
の
年
紀
・
応
永
九
年
当
時
に
神
楽
以
外
に
も
、
唐
楽
・
壱
越
調
の
大
曲
「
皇

帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
二
曲
の
相
伝
を
受
け
て
い
た
人
物
を
、
室
町
時
代
初
期
に

活
躍
し
た
安
倍
家
の
人
物
の
中
か
ら
特
定
し
て
い
く
と
、
同
家
の
季
村（
一
三
三
一
〜

一
四
一
九
）が
該
当
人
物
に
上
が
っ
て
く
る
。
雅
楽
を
代
々
伝
承
し
て
き
た
楽
家
歴
代
の

業
績
を
調
べ
て
い
く
こ
と
は
、
特
に
江
戸
時
代
以
前
の
人
物
の
場
合
相
当
困
難
で
あ
る

が
、
安
倍
家
の
場
合
、
季
村
の
末
裔
で
あ
る
季
昌
氏（
一
九
四
三
〜
）が
、
同
家
伝
来
の

史
料
を
も
と
に
安
倍
家
歴
代
の
業
績
を
紹
介
さ
れ
た
。
以
下
季
昌
氏
の
著
作
に
一
部
検

討
を
加
え
つ
つ
、
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

本
譜
後
半
の
書
き
継
ぎ
が
、
壱
越
調
の
「
皇
帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
点
に
、
ま
ず
は
注
目
し
た
い
。
こ
の
二
曲
は
唐
楽
の
な
か
で
も
多
楽
章
か
ら
成

る
「
大
曲
」
で
、
唐
楽
の
「
中
曲
」「
小
曲
」
を
全
て
習
得
し
た
最
後
に
師
か
ら
伝
授

さ
れ
る
曲
で
あ
る
。
な
か
で
も
壱
越
調
「
皇
帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
の
二
曲
と
盤
渉

調
「
蘇
合
香
」「
万
秋
楽
」
の
二
曲
は
「
四
箇
大
曲
」
と
呼
ば
れ
重
要
視
さ
れ
た
が
、

江
戸
時
代
以
前
に
前
者
の
二
曲
が
廃
絶
し
た
た
め
、
壱
越
調
の
「
春
鶯
囀
」
と
平
調
の

「
皇
麞
」
が
「
四
箇
大
曲
」
に
加
え
ら
れ
た
。
大
曲
は
長
大
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
演

奏
上
も
秘
伝
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
演
奏
頻
度
は
少
な
く
、
笙
や
笛（
龍
笛
）だ
け
で

は
あ
る
が
、
季
村
の
在
世
中
に
こ
れ
ら
大
曲
の
相
伝
を
証
明
す
る
状
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
曲
の
相
伝
を
証
明
す
る
、
篳
篥
の
証
明
状
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
篳
篥
の

（
6
）

（
7
）

挿図11　本譜　神楽と高麗楽

の
芸
と
し
て
伝
え
て
い
た
安
倍
家
が
独

占
し
、
秘
匿
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
神

楽
を
含
む
本
譜
後
半
の
書
写
に
は
、
安

倍
家
の
人
物
が
関
わ
っ
た
可
能
性
を
考

慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

唐
楽
・
高
麗
楽
を
収
録
す
る
楽
譜

に
、
神
楽
を
収
録
す
る
と
し
た
ら
、
神

楽
譜
を
巻
頭
も
し
く
は
巻
末
に
配
置
し

て
別
格
に
扱
う
か
、
あ
る
い
は
唐
楽
・

高
麗
楽
と
は
別
冊
に
し
て
、
容
易
な
他

見
を
避
け
る
配
慮
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
こ
ろ
が
本
譜
で
は
、
唐
楽
・

高
麗
楽
と
と
も
に
神
楽
を
収
録
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
曲
を
演
奏
し
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場
合
に
も
、
証
明
状
の
発
行
を
含
む
相
伝
の
儀
式
な
り
手
続
き
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方

が
自
然
の
た
め
、
本
譜
に
こ
の
二
曲
の
譜
を
記
入
す
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
、
こ
れ
ら

大
曲
の
相
伝
を
受
け
、
ま
た
実
際
の
演
奏
に
参
加
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
季
昌
氏
の
著
書
に
は
次
の
通
り
あ
る
。

「
安
倍
季
村
」

神
楽
道
楽
道
を
父
季
景
よ
り
相
伝
し
ま
し
た
。
篳
篥
の
弟
子
に
は
、
楊
梅
中
将
兼

邦
朝
臣
が
お
り
、
こ
の
人
に
は
特
別
に
神
楽
も
相
伝
し
ま
し
た
。
旧
例
に
従
い
長

男（
季
英
）に
帰
伝
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
伝
授
し
ま
し
た
。

元
弘
元
年（
一
三
三
一
）　　

生
誕
。
父
は
季
景
。
母
は
藤
原
忠
興
女
。

（
中
略
）

明
徳
五
年（
一
三
九
四
）三
月
十
五
日　
　
　

興
福
寺
常
楽
会（
中
略
）

応
永
二
十
六
年（
一
四
一
九
）八
月
三
日　
　

死
去 

八
十
九
歳 

法
名
雲
光

右
に
挙
げ
た
明
徳
五
年
三
月
十
五
日
の
興
福
寺
常
楽
会
で
は
「
皇
帝
破
陣
楽
」
が
、

翌
日
興
福
寺
で
行
わ
れ
た
法
華
会
で
は
「
団
乱
旋
」
が
奏
さ
れ
、
季
村
が
両
日
と
も
篳

篥
で
参
加
し
た
こ
と
が
同
家
の
「
常
楽
会
日
記
」
を
引
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

巻
末
の
年
紀
に
あ
る
応
永
九
年
時
点
で
、
季
村
は
「
皇
帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
二
曲

を
手
沢
譜
に
記
入
す
る
に
充
分
な
資
格
を
満
た
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
安
倍

家
に
は
、
季
村
の
祖
父
に
当
た
る
季
氏（
一
二
七
三
〜
一
三
五
八
）の
編
纂
に
よ
る
「
篳
篥

抄
」
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
季
村
も
祖
父
の
「
篳
篥
抄
」
か
ら
大
曲
二
曲
を
筆
写
し
、

自
身
の
手
沢
譜
に
書
き
加
え
る
こ
と
に
は
、
さ
ほ
ど
労
を
要
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
事
実
、
本
譜
の
高
麗
楽
譜
は
、「
篳
篥
譜
」
巻
第
七
か
ら
の
引
用
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
高
麗
楽
の
曲
名
の
表
記（
用
字
）も
「
篳
篥
抄
」
を
写
し
て
い
る
。

（
8
）

（
9
）

ま
た
、
本
譜
前
半
の
収
録
曲
を
検
討

し
て
い
く
と
、
前
半
の
記
主
も
ま
た
、

大
内
楽
所
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
物
の

可
能
性
が
高
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

本
譜
の
収
録
曲
の
内
、
例
え
ば
平
調

「
万
歳
楽
」
は
最
初
に
楽
拍
子
曲
を
挙

げ
た
あ
と
、
続
い
て
「
同
曲
」
と
し
て

只
拍
子
曲
を
挙
げ
て
い
る（
挿
図
12
）。

楽
拍
子
と
只
拍
子
と
の
違
い
は
拍
の
打

ち
方
に
あ
り
、
楽
拍
子
は
同
じ
拍（
例

え
ば
四
分
の
四
拍
子
）を
繰
り
返
す
の
に

対
し
、
只
拍
子
の
場
合
は
二
種
類
の
拍

（
た
と
え
ば
四
分
の
四
拍
子
と
四
分
の
二
拍

子
）が
交
互
に
登
場
す
る
混
合
拍
子
で

あ
る
。「
万
歳
楽
」
は
代
表
的
な
舞
楽

挿図12　本譜　万歳楽　只拍子

曲
で
あ
る
と
と
も
に
、
管
絃
で
も
し
ば
し
ば
奏
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
天
皇
主
催
の

管
絃
の
会
「
御
遊
」
の
記
録
を
ま
と
め
た
『
御
遊
抄
』
や
多
く
の
公
卿
の
日
記
に
曲
名

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。「
万
歳
楽
」
の
場
合
、
舞
楽
の
伴
奏
は
楽
拍
子（
延

八
拍
子
）で
奏
さ
れ
、
管
絃
の
演
奏
で
は
只
拍
子（
延
只
八
拍
子
）で
奏
さ
れ
る
の
が
例
で

あ
っ
た
。

「
万
歳
楽
」
以
外
に
も
、
同
一
曲
を
楽
拍
子
・
只
拍
子
の
二
通
り
の
演
奏
が
可
能
な

曲
と
し
て
、
本
譜
で
は
次
の
曲
を
挙
げ
て
い
る
。

〔
平
調
〕
慶
雲
楽
・
甘
洲
・
夜
半
楽

〔
盤
渉
調
〕
蘇
合
香
序
四
帖
・
宗
明
楽
・
採
桑
老 （

10
）

（
11
）
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〔
双
調
〕
春
庭
楽

舞
楽
の
伴
奏
は
多
く
の
場
合
、
絃
楽
器
で
あ
る
琵
琶
と
箏
を
除
い
た
三
管（
笙
・
篳

篥
・
龍
笛
）と
三
鼓（
鞨
鼓
・
太
鼓
・
鉦
鼓
）で
演
奏
さ
れ
る
が
、
管
絃
で
は
絃
楽
器
が
加

え
ら
れ
る
。
ま
た
舞
楽
の
伴
奏
の
場
合
に
は
、
舞
の
手
足
の
動
き
に
合
わ
せ
て
拍
節
を

よ
り
強
調
し
た
演
奏
と
な
る
が
、
管
絃
の
演
奏
は
舞
楽
の
伴
奏
よ
り
は
緩
や
か
な
速
度

で
、
楽
曲
の
進
行
に
し
た
が
っ
て
各
楽
器
が
合
奏
に
参
加
し
て
い
く
。
平
安
時
代
末
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
大
内
楽
所
の
楽
人
・
藤
原
孝
道
著
『
木
師
抄
』
に
よ

る
と
、「
楽
を
し
出
す
事
。
先
笛
。
次
に
鞨
鼓
。
次
に
大
鼓
。
し
や
う
こ
。
初
拍
子
よ

り
笙
つ
く
。
む
か
し
は
初
拍
子
よ
り
な
に
も
一
度
に
付
け
て
。
さ
が
り
た
る
を
失
礼
と

申
し
け
り
。
笙
の
次
に
ひ
ち
り
き
。
比
巴
。
箏
に
て
あ
る
べ
し
。
篳
篥
は
さ
が
る
こ
と

も
あ
り
。
あ
な
が
ち
ま
づ
つ
く
べ
か
ら
ず
。
箏
は
比
巴
よ
り
後
に
つ
く
べ
け
れ
ど
も
。

宮
。
一
の
人
。
大
臣
。
大
将
。
花
し
よ
く
の
人
々
。
御
箏
に
て
お
は
し
ま
さ
ば
。
我
ら

以
下
の
比
巴
ひ
き
は
。
上
臈
の
箏
を
さ
き
に
つ
け
ま
い
ら
す
べ
し
」
と
あ
り
、
管
絃
の

演
奏
と
舞
楽
の
伴
奏
と
で
合
奏
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
舞
楽
は
、

内
裏
の
行
事
で
演
奏
を
担
当
し
た
大
内
楽
所
以
外
に
も
、
大
和
の
東
大
寺
・
興
福
寺
や

春
日
社
で
舞
楽
を
奏
し
た
南
都
楽
所
や
、
摂
津
天
王
寺
で
舞
楽
を
奏
し
た
天
王
寺
楽
所

が
あ
る
。
特
に
南
都
楽
所
は
、
内
裏
で
舞
楽
を
行
う
場
合
、
右
方
の
高
麗
楽
を
担
当
し

た
大
内
楽
所
と
と
も
に
左
方
の
唐
楽
を
担
当
し
、
交
流
も
密
で
あ
っ
た
が
、
神
楽
や
管

絃
の
演
奏
に
加
わ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
公
卿
・
殿
上
人
に
接
す
る
機
会
が
多
か
っ

た
大
内
楽
所
の
楽
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
南
都
楽
所
や
天
王
寺
楽
所
の
楽
人
に
は
、

内
裏
の
神
楽
は
未
知
の
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
内
楽
所
の
楽
人
の
筆
写
と
い
う

特
色
は
、
神
楽
の
諸
曲
を
収
め
た
本
譜
後
半
に
よ
り
顕
著
に
表
れ
て
い
る
が
、
管
絃
用

の
二
種
類
の
譜（
楽
拍
子
譜
と
只
拍
子
譜
）の
二
種
類
を
収
録
し
た
本
譜
前
半
も
ま
た
、
内

裏
で
の
奏
楽
に
備
え
た
大
内
楽
所
の
楽
人
の
筆
写
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
ほ
か
、
大
内
楽
所
の
楽
人
の
演
奏
と
、
南
都
楽
所
の
楽
人
の
演
奏
と
の
間
で
、

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
箇
所
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
紹
介
す
る
。

盤
渉
調
曲
「
白
柱
」
の
曲
名
に
続
い
て
記
さ
れ
た
、
奏
法
に
関
す
る
註
記
の
な
か
に
、

「
京
様（
大
内
楽
所
）」
と
「
奈
良
様（
南
都
楽
所
）」
の
二
通
り
の
奏
法
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

白
桂

（
マ
マ
）

拍
子
九
、
新
楽
、
或
十
一
拍
子
児
女
子
、
号
奈
良
様
、
又
十
小
曲
、
又
大
曲
、
或

十
拍
子
、
号
京
様
ト
、
我
朝
ニ
ハ
元
明
天
皇
御
即
位
ノ
時
奏
此
楽
也

 

（
以
上
の
句
読
点
は
、
筆
者
が
補
っ
た
）

以
上
、
本
譜
が
収
録
す
る
曲
の
内
容
を
手
が
か
り
に
、
本
譜
が
大
内
楽
所
の
楽
人
の

筆
写
に
よ
る
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
後
半
は
大
内
楽
所
の
楽
人
で
あ
る
安
倍
季
村
の
筆
写

に
よ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
、
神
楽
や
壱
越
調
の
大
曲
二
曲
、
さ
ら
に
は
同
一
曲
を

楽
拍
子
・
只
拍
子
の
二
通
り
に
収
録
し
た
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
し
た
。
た
だ
し
、

収
録
曲
に
つ
い
て
は
疑
問
も
残
る
。
ま
ず
唐
楽
六
調
子
の
う
ち
、
黄
鐘
調
と
太
食
調
の

諸
曲
を
収
録
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
調
子
に
属
す
る
曲
の
演

奏
頻
度
が
、
そ
れ
以
外
の
壱
越
調
・
平
調
・
双
調
・
盤
渉
調
に
較
べ
て
著
し
く
低
い

わ
け
で
は
な
く
、
黄
鐘
調
に
は
「
喜
春
楽
」「
桃
李
花
」「
央
宮
楽
」「
西
王
楽
」な
ど
、

太
食
調
に
は
「
万
歳
楽
」
と
共
に
祝
賀
に
演
ぜ
ら
れ
た
「
太
平
楽
」
や
「
打
球
楽
」「
抜

頭
」「
還
城
楽
」
な
ど
舞
楽
の
名
曲
が
数
多
く
あ
る
。
し
た
が
っ
て
黄
鐘
調
・
太
食
調

の
諸
曲
を
意
図
的
に
除
外
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者

に
は
こ
の
疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
合
理
的
な
理
由
も
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
意
図

も
明
ら
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
疑
問
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
壱
越
調
曲
も
「
皇
帝

（
12
）

（
13
）



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

一
〇
〇

破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
の
大
曲
二
曲
以
外
に
、
同
じ
く
大
曲
の
「
春
鶯
囀
」
の
ほ
か
「
賀

殿
」「
迦
陵
頻
」「
胡
飲
酒
」
な
ど
舞
楽
・
管
絃
の
名
曲
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
収
録

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
謎
で
あ
り
、
や
は
り
推
測
の
域
を
超
え
る
ほ
ど
の
理
由
も
考
え

ら
れ
ず
、
そ
の
意
図
も
明
ら
か
に
は
し
が
た
い
。

　
　
　

お　

わ　

り　

に

以
上
の
章
で
、
尾
張
家
伝
来
の
雅
楽
譜
の
一
つ
、
篳
篥
譜
の
概
要
と
特
色
・
伝
来
、

そ
し
て
本
譜
の
成
立
と
書
写
に
当
た
っ
た
一
人
と
し
て
推
測
さ
れ
る
安
倍
季
村
の
存
在

に
つ
い
て
記
し
た
。
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
譜
は
一
冊
の
冊
子
本（
折
帖
装
）で
あ
る
が
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
前
半
は
平
調

曲
の
目
録
か
ら
双
調
「
柳
花
苑
」
ま
で
、
後
半
は
壱
越
調
の
大
曲
「
皇
帝
破
陣
楽
」
か

ら
神
楽
、
そ
し
て
高
麗
楽
を
収
録
す
る
。
神
楽
を
唐
楽
と
高
麗
楽
と
の
間
に
挟
む
の

が
、
大
き
な
特
徴
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
後
半
の
書
写
年
代
は
、
巻
末
の
年
紀
に
あ
る

と
お
り
応
永
九
年（
一
四
〇
二
）当
時
と
見
て
よ
く
、
前
半
は
そ
れ
を
遡
る
鎌
倉
〜
南
北

朝
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。
前
半
・
後
半
と
も
に
京
都
の
大
内
楽
所
に
属
し
た
人
物
に
よ

る
書
写
に
か
か
り
、
特
に
後
半
は
神
楽
の
篳
篥
を
家
の
芸
と
し
て
独
占
し
て
い
た
安
倍

家
の
当
主
・
季
村
に
よ
る
筆
写
と
推
定
さ
れ
る
。
季
村
の
手
沢
譜
で
あ
っ
た
時
に
後
半

部
の
書
写
を
手
が
け
、
な
か
ん
ず
く
安
倍
家
以
外
に
は
秘
し
て
い
た
神
楽
諸
曲
の
譜
面

を
収
録
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

尾
張
家
に
入
っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
幕
末
の
尾
張
家
十
四
代
慶
勝
の
所

持
が
確
認
出
来
る
。
ま
た
本
譜
は
、
篳
篥
の
古
管（
景
仁
作
）と
共
に
尾
張
家
に
入
り
、

伝
来
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

雅
楽
に
限
ら
ず
邦
楽
全
般
に
い
え
る
の
は
、
実
際
の
演
奏
で
は
暗
譜
を
重
視
し
、
楽

註（
1
）　

第
五
章
「
尾
張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
文
庫
と
典
籍
」「
第
二
章　

徳
川
美
術
館
」（
愛
知
県
史

編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史　

別
編　

文
化
財
4　

典
籍
』
愛
知
県　

平
成
二
十
七
年
三

月
三
十
一
日
）。

（
2
）　

舞
楽
は
唐
楽
曲
を
左
方
、
高
麗
楽
曲
を
右
方
と
し
て
、
左
右
一
対
で
演
奏
さ
れ
る
の
が
例

で
あ
り
、
舞
楽
に
も
奏
さ
れ
る
唐
楽
曲
に
は
、
対
応
す
る
高
麗
楽
曲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）　

狛
近
真
著
『
教
訓
抄
』
は
『
続
群
書
類
従　

第
十
九
輯
上
』（
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和

二
年
二
月
五
日
・
同
三
十
二
年
一
月
十
五
日
訂
正
三
版
）所
収
の
他
、『
古
代
中
世
芸
術
論　

日
本
思
想
体
系
二
三
』（
岩
波
書
店　

一
九
七
三
年
十
月
二
十
五
日
第
一
刷
）が
あ
る
。

（
4
）　

福
井
久
蔵
『
諸
大
名
の
學
術
と
文
藝
の
研
究
』（
厚
生
閣　

昭
和
十
二
年
五
月
十
八
日
）に

は
「
上
流
の
趣
味
と
し
て
音
楽
に
ふ
さ
は
し
き
も
の
な
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
能
楽
は

武
家
の
式
樂
と
な
り
た
れ
ば
、
大
小
の
諸
侯
多
少
こ
れ
を
嗜
ま
ざ
る
な
し
。（
中
略
）さ
れ
ど

所
謂
雅
楽
に
至
つ
て
は
之
を
嗜
む
も
の
多
か
ら
ず
」
と
あ
る（「
第
十
二　

諸
侯
と
藝
術
」）。

（
5
）　

一
条
兼
良（
一
四
〇
二
〜
八
一
）編
『
公
事
根
源
』（『
日
本
文
学
全
書　

第
二
十
二
編
』
博

文
館　

明
治
二
十
五
年
二
月
六
日
）に
は
、
十
二
月
の
「
内
侍
所
御
神
楽
」
の
項
目
を
挙
げ

て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

主
上
行
幸
あ
り
。（
中
略
）内
侍
所
の
ま
へ
に
、
主
殿
寮
幔
を
引
き
て
、
官
人
庭
燎
を
た

く
。
本
末
の
座
二
行
に
設
け
た
り
。
近
衛
の
召
人
う
し
ろ
に
あ
り
。
人
長
末
に
横
座
な

り
。
次
第
に
座
に
つ
く
。
人
長
進
み
て
膝
突
な
ど
し
か
せ
、鳴
高
に
な
ど
い
ま
し
め
て
、

譜
は
あ
く
ま
で
も
備
忘
を
目
的
と
す
る
。
今
回
、
本
稿
で
は
楽
譜
に
記
録
さ
れ
た
音
楽

そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
近
年
、
恐
ら
く
は
平

安
時
代
の
最
盛
期
を
凌
ぐ
と
思
わ
れ
る
、
有
史
以
来
の
雅
楽
人
気
も
あ
っ
て
か
、
装
束

や
楽
器
・
楽
譜
・
楽
書
も
含
め
、
様
々
な
分
野
で
雅
楽
が
脚
光
を
集
め
、
研
究
も
盛
ん

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
は
本
譜
の
成
立
や
内
容
に
関
す
る
検
討
と
共
に
、
音
楽
面
で

の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
大
方
の
御
指
摘
・
御
批
判
を
願
い
つ

つ
、
本
稿
の
筆
を
置
く
こ
と
と
す
る
。



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

一
〇
一

次
第
に
め
す
。
笛
、
篳
篥
、
本
末
の
歌
和
琴
次
第
に
、
膝
突
に
つ
き
て
仕
う
ま
つ
る
。

人
長
仰
す
る
に
随
ひ
て
、
笛
、
和
琴
、
拍
子
本
に
さ
ぶ
ら
ふ
。
末
の
拍
子
、
篳
篥
は
末

に
つ
く
。
和
琴
は
位
に
よ
ら
ず
、
本
の
座
の
上
に
着
す
。（
中
略
）こ
の
御
神
楽
は
、
一

条
院
の
御
時
よ
り
は
じ
ま
る
。
隔
年
に
お
こ
な
は
る
。
承
保
よ
り
行
は
る
。
年
々
の
事

に
な
り
に
け
り
。
寿
永
の
乱
に
よ
て
、
内
侍
所
西
海
に
渡
御
な
り
て
、
三
年
を
へ
て
、

事
故
な
く
都
へ
帰
り
参
り
し
時
は
、
三
ヶ
夜
の
御
神
楽
な
ど
あ
り
き
。
そ
れ
は
別
し
て

臨
時
に
行
は
る
。
大
方
神
楽
の
お
こ
り
は
、
天
照
大
神
の
、
天
の
岩
戸
を
さ
し
て
籠
り

給
ひ
し
時
、
諸
神
の
祈
り
申
さ
れ
け
る
に
、
天
鈿
目
命
、
ま
さ
き
を
鬘
と
し
て
、
ひ
か

げ
を
手
襷
に
し
て
、
謡
ひ
舞
ひ
、
庭
火
を
た
き
し
、
い
に
し
へ
よ
り
は
始
る
事
な
れ
ば
、

我
朝
の
風
俗
、
神
代
の
縁
起
、
他
に
こ
と
な
る
べ
き
に
や
。

（
6
）　

安
倍
季
昌
『
雅
楽　

篳
篥　

千
年
の
秘
伝
』
た
ち
ば
な
出
版　

平
成
二
十
年
八
月
三
十

日
。
た
だ
し
今
回
参
看
し
、
引
用
し
た
一
部
に
は
、
若
干
の
誤
記
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
筆
者
が
傍
証
史
料
に
当
た
り
、
一
部
訂
正
を
加
え
た
こ
と
を
お
断
り
す
る
。

（
7
）　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
の
中
に
、「
皇
帝
破
陣
楽
」「
団
乱
旋
」
二
曲
を

伝
授
し
た
伏
見
宮
初
代
栄
仁
親
王（
一
三
五
一
〜
一
四
一
六
）か
ら
王
子
彦
仁
王
へ
宛
て
た
証

明
状（
応
永
七
年
〈
一
四
〇
〇
〉
四
月
二
十
五
日
付
）や
王
子
で
三
代
と
な
っ
た
貞
成
親
王
宛

の
証
明
状（
応
永
十
八
年
四
月
二
十
六
日
付
）が
残
さ
れ
て
い
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書

寮
叢
刊　

伏
見
宮
旧
蔵
楽
書
集
成　

一
』
明
治
書
院　

平
成
元
年
三
月
二
十
五
日
。

（
8
）　

安
倍
季
昌
氏
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
文
和
元
年（
一
三
五
二
）十
一
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た

陽
禄
門
院
三
十
三
回
御
忌
の
記
録
を
引
い
て
、
こ
の
日
舞
楽
「
団
乱
旋
」
が
行
わ
れ
た
こ
と

と
、
季
村
が
篳
篥
を
奏
し
た
と
あ
る
が
、
文
和
元
年
の
こ
の
日
に
陽
禄
門
院
が
薨
去
し
た
た

め
、
至
徳
元
年（
一
三
八
四
）の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
9
）　

安
倍
季
氏
「
篳
篥
抄
」
と
の
照
合
に
当
た
っ
て
は
、
季
氏
の
子
孫
で
あ
る
安
倍
季
良
編

「
新
撰
篳
篥
抄
」
八
冊（
安
倍
季
資
筆
写
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）を
参
看
し
た
。
季
良
の
「
新

撰
篳
篥
抄
」
は
、
季
氏
の
「
篳
篥
抄
」
に
、
江
戸
時
代
後
期
ま
で
に
加
え
ら
れ
た
管
絃
曲
の

「
渡
わ
た
し
も
の
き
ょ
く

物
曲
」
を
増
補
し
た
譜
で
あ
り
、
骨
子
は
季
氏
の
「
篳
篥
譜
」
と
同
じ
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
曲
名
の
表
記（
用
字
）も
同
じ
で
あ
る
た
め
、
本
譜
の
収
録
曲
と
の
対
照
に
は
最
適
で

あ
る
。

　

本
譜
の
収
録
曲
と
の
比
較
の
た
め
、
以
下
「
新
撰
篳
篥
譜
」
の
収
録
曲
を
参
考
に
掲
げ
る

（
＊
印
は
「
渡
物
曲
」、
☆
印
は
室
町
時
代
以
降
の
「
渡
物
曲
」
を
示
す
。
な
お
多
楽
章
の
大

曲
や
数
楽
章
か
ら
成
る
曲
、
ま
た
楽
拍
子
・
只
拍
子
の
譜
が
揃
う
場
合
も
、
煩
を
避
け
て
割

愛
し
た
）。

巻
第
一

〔
壱
越
調
〕
皇
帝
破
陣
楽
・
団
乱
旋
・
春
鶯
囀
・
玉
樹
後
庭
花
・
賀
殿
・
迦
陵
頻
・
廻
盃
楽
・

胡
飲
酒
・
河
曲
子
・
北
庭
楽
・
詔
応
楽
・
壱
弄
楽
・
一
金
楽
・
承
和
楽
・
河
水
楽
・
菩
薩
・
酒

胡
子
・
酒
清
子
・
飲
酒
楽
・
壱
団
嬌
・
武
徳
樂

〔
沙
陀
調
〕　
（
※
現
行
で
は
壱
越
調
に
分
類
さ
れ
る
）陵
王
・
新
羅
陵
王
・
最
涼
州
・
弄
槍
楽
・

沁
河
鳥
・
壱
徳
塩
・
安
楽
塩
・
十
天
楽
・
曹
波

巻
第
二

〔
平
調
〕
三
台
塩
・
皇
麞
・
万
歳
楽
・
慶
雲
楽
・
廻
忽
・
甘
州
・
相
府
連
・
五
常
樂
・
裹
頭
楽
・

勇
勝
・
永
隆
楽
・
陪
廬
・
春
楊
柳
・
夜
半
楽
・
扶
南
・
郎
君
子
・
小
娘
子
・
林
歌
＊
・
鶏
徳
・

青
海
波
＊
・
越
天
楽
＊
・
送
秋
楽
・
偈
頌

巻
第
三

〔
太
食
調
曲
・
乞
食
調
曲
・
性
調
曲
〕（
※
現
行
で
は
太
食
調
に
含
む
）

太
食
調
…
散
手
破
陣
楽
・
傾
盃
楽
・
賀
王
恩
・
太
平
楽
・
打
球
楽
・
天
人
楽
・
庶
人
三
台
・
仙

遊
霞
・
輪
鼓
褌
脱
・
長
慶
子
・
感
恩
多

乞
食
調
…
秦
皇
破
陣
楽
・
還
城
楽
・
放
鷹
楽
・
蘇
芳
菲
・
抜
頭

性
調
…
長
命
女
児
・
千
金
女
児
・
安
弓
子
・
王
昭
君

巻
第
四

〔
双
調
〕
春
庭
楽
・
柳
花
苑
・
和
風
楽

〔
双
調
・
渡
物
曲
〕
春
鶯
囀
＊
・
賀
殿
＊
・
鳥
＊
・
廻
盃
楽
＊
・
蘭
陵
王
＊
・
胡
飲
酒
＊
・
酒

胡
子
＊
・
武
徳
樂
＊
・
北
庭
楽
＊
・
新
羅
陵
王
＊
・
皇
仁
＊
・
地
久
＊
・
蘇
合
急
＊
・
千
秋
楽

＊
・
青
海
波
＊
・
菩
薩
＊
☆
・
十
天
楽
＊
☆
・
胡
飲
酒
序
＊
☆

巻
第
五

〔
黄
鐘
調
〕
喜
春
楽
・
赤
白
桃
李
花
・
長
生
楽
・
西
王
楽
・
応
天
楽
・
清
上
楽
・
安
城
楽
・
感

城
楽
・
聖
明
楽
・
弄
殿
楽
・
河
南
浦
・
央
宮
楽
・
赤
白
蓮
華
楽
・
海
青
楽
・
散
吟
打
球
楽
・
蘇

合
急
＊
・
青
海
波
＊
・
千
秋
楽
＊
・
越
天
楽
＊



尾
張
徳
川
家
伝
来
「
篳
篥
譜
」
に
つ
い
て

一
〇
二

〔
水
調
〕（
現
行
で
は
黄
鐘
調
に
含
む
）泛
龍
舟
・
拾
翠
楽
・
重
光
楽
・
平
蛮
楽
・
鳥
＊
・
輪
臺

＊
・
白
柱
＊
・
拾
翠
楽
破

巻
第
六

〔
盤
渉
調
曲
〕
蘇
合
香
・
萬
秋
楽
・
秋
風
楽
・
鳥
向
楽
・
宗
明
楽
・
蘇
莫
者
・
剣
気
褌
脱
・
輪

台
・
青
海
波
・
採
桑
老
・
白
柱
・
竹
林
楽
・
千
秋
楽
・
越
殿
楽
・
感
秋
楽
・
承
秋
楽
・
遊
字
女
・

鶏
明
楽
・
長
元
楽
・
五
常
楽
＊

巻
第
七

〔
高
麗
壱
越
調　

篳
篥
平
調
〕
新
鳥
蘇
・
古
鳥
蘇
・
進
走
禿
・
退
走
禿
・
皇
仁
庭
・
狛
桙
・
阿

夜
岐
理
・
都
志
・
帰
徳
侯
・
志
岐
伝
・
崑
崙
・
甘
酔
楽
・
新
靺
鞨
・
新
河
浦
・
狛
龍
・
吉
簡
・

胡
蝶
・
仁
和
楽
・
延
喜
楽
・
埴
破
・
納
曽
利
・
胡
徳
楽

〔
狛
双
調　

篳
篥
黄
鐘
調
〕
地
久
・
蘇
志
磨
・
登
天
楽
・
白
浜

〔
狛
平
調　

篳
篥
下
無
調
〕
林
歌

　

な
お
巻
第
八
に
は
神
楽
の
記
録
や
次
第
を
載
せ
る
が
、
篳
篥
譜
そ
の
も
の
は
「
祢
取
・
附
物

等
之
譜
、
依
秘
事
注
別
巻
」
と
あ
り
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
10
）　
『
続
群
書
類
従　

第
十
九
輯
上
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
二
年
二
月
五
日
・
同

三
十
三
年
一
月
十
五
日
訂
正
三
版
。『
御
遊
抄
』
は
内
裏
の
公
式
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
記

録
に
残
さ
れ
た
管
絃
の
会（
御
遊
）を
清
暑
堂（
新
天
皇
即
位
後
に
開
催
さ
れ
た
管
絃
の
御

遊
）・
内
宴
・
中
殿
御
会
・
朝
覲
行
幸
・
御
賀
・
御
産
・
御
元
服
・
御
着
袴
・
御
書
始
・
御

会
始
・
臨
時
御
会
・
臨
時
行
幸
及
び
御
幸
・
立
后
・
任
大
臣
・
臨
時
客
に
区
分
し
、
そ
れ

ぞ
れ
年
代
順
に
掲
げ
た
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
楽
器
と
演
奏
者
名
、
演
奏
曲
名
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
御
遊
の
中
で
も
最
も
格
式
が
高
い
と
さ
れ
た
清
暑
堂
御
遊
で
は
、
寛
治
元
年

（
一
〇
八
七
）に
開
催
さ
れ
た
堀
河
天
皇（
一
〇
七
九
〜
一
一
〇
七
）の
清
暑
堂
御
遊
、
保
安
四

年（
一
一
二
三
）に
開
催
さ
れ
た
崇
徳
天
皇（
一
一
一
九
〜
六
四
）の
清
暑
堂
御
遊
以
降
、「
万

歳
楽
」
の
演
奏
が
定
着
し
た
。

（
11
）　

楽
拍
子
と
只
拍
子
の
奏
法
の
差
違
に
つ
い
て
は
、
寺
内
直
子
「
雅
楽
唐
楽
曲
の
変
奏
に
関

す
る
一
考
察　
『
仁
智
要
録
』
に
お
け
る
「
同
曲
」
に
つ
い
て
」（
東
洋
音
楽
学
会
編
『
東
洋

音
楽
研
究
』
第
五
十
六
号　

東
洋
音
楽
学
会　

一
九
九
三
年
一
月
二
十
日
）を
参
看
し
た
。

（
12
）　
『
群
書
類
従　

第
十
九
輯
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
八
年
十
二
月
二
十
日
・
同

三
十
四
年
十
月
二
十
日
訂
正
三
版
。

（
13
）　

大
神
基
政
編『
懐
竹
抄
』に
は
堀
河
天
皇
の
談
話
と
し
て「
人
々
集
テ
恒
ニ
シ
テ
遊
ニ
ハ
。

楽
拍
子
ヲ
ス
ベ
シ
。
只
拍
子
ノ
楽
ヲ
弾
物
ニ
合
テ
。
ナ
ダ
ラ
カ
ニ
聞
ケ
ル
様
ニ
吹
コ
ト
。
更

叶
間
敷
也
。
サ
レ
バ
只
拍
子
楽
ヲ
バ
。
別
ノ
習
ナ
カ
ラ
ン
輩
ニ
ハ
。
タ
ヤ
ス
ク
吹
セ
ン
料
ニ
。

御
前
ノ
御
遊
ニ
モ
常
ニ
ハ
楽
拍
子
ヲ
用
也
ト
云
々
」
と
あ
る
。
ま
た
藤
原
孝
道
著
『
雑
秘
要

録
』
に
よ
る
と
、「
楽
人
舞
人
は
ま
ひ
に
す
る
を
楽
拍
子
と
し
り
。
た
ゞ
の
お
り
の
を
た
ゞ

び
や
う
し
と
い
ふ
め
り
。
ま
こ
と
に
は
の
び
て
か
こ
を
二
づ
つ
う
ち
た
る
ぞ
只
拍
子
。
お
な

じ
ま
く
ば
り
に
う
つ
ぞ
楽
拍
子
と
は
管
絃
者
方
に
は
し
り
た
る
」
と
あ
る
。『
懐
竹
抄
』『
雑

秘
要
録
』
と
も
に
『
群
書
類
従　

第
十
九
輯
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
和
八
年
十
二
月

二
十
日
・
同
三
十
四
年
十
月
二
十
日
訂
正
三
版
。

（
美
術
館　

學
藝
員
）
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